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新型コロナウイルス感染症防止のための
臨時休業期間中の教育活動について

生徒の負担軽減ロッカー

新型コロナウイルス感染症防止のための
臨時休業期間中の教育活動について

生徒の負担軽減ロッカー

思い出便り思い出便り
令和2年度の
同窓会総会・
懇親会は中止
となりました。

令和2年度の
同窓会総会・
懇親会は中止
となりました。

◎春日高校同窓会公式サイト

福岡県立春日高等学校同窓会会報誌

春日高校からのお知らせ 春日高校からのお知らせ 

受け継がれる春日魂受け継がれる春日魂
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し
と
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一
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に
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お
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活
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感
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深
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彦
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援
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ご
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た
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面
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心
物
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活
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教
の
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本
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か
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日

度
年
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す
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上
し
申
謝
感
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心
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こ
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ま
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お
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設
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た
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ま
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急
緊
り
た
あ
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感
く
深
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職
教
に
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厚
ご
の
方
様
皆
の
会
窓
同。
す
ま
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あ
で
来
本。
す
ま
じ
存
と
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た
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頂
て
せ
わ
使
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切
大
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永
末
、
つ

て
せ
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を
礼
お
て
し
い
会
お
接
直
に
方
様
皆
、
て
に
会
総
会
窓
同
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ば
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こ
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よ
に
情
事
の
回
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が
す
ま
い
ざ
ご
で
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こ
と
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築
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応
に
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期
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方
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皆
の
会
窓
同
る
す
対

、
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母
の
方
様
皆
も
と
後
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ま
じ
存
と
い
た
り
参
て
し
進
邁
に
動
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を
援
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ご
と
導
指
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き
つ
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教
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等
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日
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ろ
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b
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開
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績
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護
保
と
生
先
の
校
高
「
は
で
今

。
す
で
た

職
校
高
日
春
や
員
役
会
窓
同
が
た
し
で
会

は
に
し
な
力
尽
ご
る
な
い
大
の
様
皆
の
員

の
回
前。
た
し
で
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せ
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行
実
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手
お
を
ど
な
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受。
た
し
ま
き
だ
た
い
を

の
り
か
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た
し
業
卒、
た
い
だ
た
い
い

39
期上

し
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礼
御
く
厚
て
し
り
借
お
を
場
の
こ

。
す
ま
げ

る
な
に
場
な
敵
素、
る
れ
な
に
覚
感
な
う
よ

く
り
ま
集
お
非
是
で
の
す
ま
い
思
と
と
こ

！
い
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だ

（子
涼
賀
古
／
長
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委
行
実
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皆
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よ
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、
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影
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、
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懇
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に
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し
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に
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る
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ま
り
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で
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目
節
き
べ
す
念
記
う
い
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卒
に
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、
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と
念
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し
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を
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趣
う
よ
る
け
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も
つ
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は
に
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ま
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念
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に
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を
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と
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・
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・
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で
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な。
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り
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し
ら
誇
は
と
こ
る
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ま。
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し
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き
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え
増
も
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仲
る
な
に
り
頼
、
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な
く
頂
を
え
添
力

し
指
目
を
成
育
材
人
く
た
ば
は
に
界
世
、
も
に
様
皆
の
い
住
お
に
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関

る
す
表
代
を
本
日
、
に
為
の
徒
生
た
し
加
参
に〉
修
研
ル
ベ
レ
イ
ハ
〈た

校
高
日
春
ち
た
私、
は
と
こ
る
げ
広
を
性
能
可
の
者
若
う
担
を
代
世
次

。
す
で
つ
と
ひ
の
割
役
り
あ
で
び
喜
の
会
窓
同

と
る
き
で
は
援
支
の
へ
徒
生
役
現
に
び
ら
な
校
母
、
が
す
ま
り
あ
は
で

B
O
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部
、
会
生
期
た
ま。
す
ま
い
思
と
い
た
り
参
て
め
進
ら
か
ろ
こ

が
生
窓
同
の
く
多
、
し
援
支
層
一
り
よ
を
立
設
の
等
会
部
支
外
県
、
会

を
え
添
力
お
き
続
き
引、
で
の
す
ま
り
参
て
し
供
提
を
場
る
き
で
流
交

。
す
ま
し
致
い
願
お

祈
お
り
よ
心
を
勝
健
ご
と
躍
活
ご
の
様
皆、
が
た
し
ま
り
な
に
後
最
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ま
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り
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独
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で
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日
春
、
中
間
期
業
休
時
臨

　

ラ
ン
オ
の
P
H
、
し
成
作
を
ツ
ン
テ
ン
コ
業
授
の

Y
o
u
T
u
b
e不

が
品
備
の
連
関
C
P
り
た
あ
に
成
作
ツ
ン
テ
ン

援
支
ご
の
ら
か
会
窓
同
、
が
た
し
ま
り
お
て
し
足

き
で
が
と
こ
る
す
入
購
を
等
C
P
、
き
だ
た
い
を

。
た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ。
た
し
ま

月
5
は
援
支
習
学
ン
イ
ラ
ン
オ

　

11

の
）
月
（
日

、
式
業
始
b
e
W

12

会
集
年
学
b
e
W
の）
火
（日

、
き
続
に

13

理
・
文
、
別
年
学
各
は
ら
か）
水
（日

。
た

生
い
し
正
則
規
い
行
を
動
活
の
様
同
と
時
る
い
に

、
に
も
と
と
る
き
で
が
と
こ
る
す
持
維
を
慣
習
活

で
う
よ
た
き
で
が
と
こ
す
か
生
に
着
定
の
力
学

せ
直
見
も
度
何
は
ツ
ン
テ
ン
コ
信
配
等
画
動。
す

返
り
繰
を
野
分
な
手
苦
、
り
あ
が
点
利
う
い
と
る

で
評
好
に
徒
生
と
た
き
で
が
と
こ
る
す
聴
視
し

。
た
し

。
た
し
ま
し
置

か
し。
た
し
で
ん
せ
ま
れ
さ
現
実
で
因
要
な
々
様

み
組
り
取
の
で
ま
れ
こ
の
会
徒
生
び
た
の
こ
、
し

じ
は
を
会
窓
同
、
り
あ
も
と
こ
た
れ
ら
め
認
が

し
ま
し
現
実
り
よ
に
援
支
ご
の
々
方
の
く
多
、
め

。
た

り
限
な
能
可
で
力
協
の
科
教
各
、
は
で
ま
れ
こ

　

う
よ
む
済
て
く
な
少
が
材
教
る
帰
ち
持
が
徒
生

鞄
学
通
も
で
れ
そ
、
が
た
し
ま
り
お
て
し
夫
工
に

背
を
量
重
の
り
な
か
、
く
多
は
材
教
む
込
め
詰
に

々
度
が
性
険
危
の
そ
、
り
あ
も
と
こ
る
出
が
障
支

忙
と
か
何
、
ば
れ
な
に
う
よ
る
き
で
が
校
下
登
て

る
送
を
活
生
校
学
た
し
実
充
も
ち
た
徒
生
い
し

、
く
な
で
け
だ
る
な
く
低
が
性
険
危
の
時
学
通
の

ま
れ
さ
待
期
が
果
効
も
に
理
管
品
持
所
の
内
校

で
け
だ
備
整
境
環
の
内
室
教
、
き
で
が
と
こ
る
け

の
材
教
や
れ
忘
材
教
、
く
な

ま
き
で
が
と
こ
ぐ
防
を
失
紛

を
境
環
習
学
い
よ
り
よ。
す

、
ば
れ
き
で
が
と
こ
る
え
整

集
に
業
授
に
上
以
で
ま
れ
こ

活
生
校
学
て
し
心
安
、
し
中

う
よ
る
き
で
が
と
こ
る
送
を

学
と
び
の
び
の
が
徒
生

　

で
が
と
こ
る
送
を
活
生
校

社
て
け
つ
を
力
に
実
着
、
き

社。
く
い
て
し
出
び
飛
に
会

が
徒
生
た
し
出
び
飛
に
会

の
こ
、
を
地
下
る
き
で
躍
活

ほ
て
け
つ
に
身
で
校
高
日
春

の
徒
生。
す
ま
い
思
と
い
し

の
校
高
日
春
、
め
た
の
長
成

た
の
展
発
の
々
益
の
後
今

協
ご
、
援
支
ご
も
後
今
、
め

い
い
願
お
く
し
ろ
よ
を
力

。
す
ま
し
た

【執行部役員】
●会　　長・・・・・

●副 会 長・・・・・

【常任理事】
◎総 務 部／書記・会計（予算管理）・規約・役員会運営・学校側との連絡など

◎広報委員会／WEBサイト、会報誌、広告、データ管理など
蓑田 千秋（14期）　岩崎 里美(学校職員29期)
稲吉 一馬（学校職員・17期）新屋 光太郎（15期）

◎事業委員会／総会・支援事業など

●会　計・・・

●監　事・・・

【代表理事】

樋口 昭子（4期）　山下 裕之(11期生)

小林 ひとみ（1期）　椋木 京子(学校職員10期)　江口 麻美（学校職員22期）　
吉郷 明（学校職員・32期）　飯盛 健太郎（20期）

西里 勇希（学校職員・28期）、山田 雄斗（学校職員・30期）　
中村 真人（学校職員・30期）

川﨑 英彦（1期）

戸坂 弘幸（9期）　佐藤 修一郎（10期）　松田 美由紀（15期）

理事／小林 ひとみ（1期）  坂本 浩一（2期）         内山 鉄太郎（3期）      井上 孫紹（5期）　   
保坂 明子（6期）                 高柳 稔（14期）           木村 利愛（14期）       新屋 光太郎（15期） 
松﨑 剣太（15期）               小南 安生（16期）　  飯盛 健太郎（20期）   福田 桃子（25期）　 
阿部 透（25期）                   大井 彬代（26期）　  大神 泰弘（26期）       築地 雄太郎（27期）
川﨑 侑希（27期）               坂田 晃一（28期）　  園田 菜津美（28期）   三藤 誠也（29期）　 
古城戸 綾（29期）               松岡 正一（30期）　  山田 千春（30期）       荒川 大地（31期）　
山口 真未（31期）               嘉村 雅史（32期）　  松尾 侑紀（32期）       光山 尭伸（33期）　 
田中 愛美（33期）               田中 智大（34期）　  三宅 温（34期）           襖田 雄太（35期）　 
木村 唯（35期）                   中原 幸哉（36期）　  鐘ヶ江 佳純（36期）    墨 勇哉（37期）　     
高須賀 美咲（37期）           嫩 大輔（38期）　      山脇 悠希菜（38期）   中田 樹（39期）　      
大内 れもん（39期）           矢口 千裕(40期生)    松本 菜湖(40期生)　上妻 聖人（陸上部）   
佐藤 紗里（吹奏楽部） 　 中野 利範（バドミントン部）   井元 美恵子（茶道部）   時川 裕樹（野球部）

山崎 壱子（学校職員・3期）　小國 佳代（4期）　麻生 善真（9期）
本田 英靖（学校職員・11期）　平島 哲也（学校職員・11期）
松本 豪（学校職員・18期）

春日高校同窓会Facebookページ
同窓会ページを活用して、みなさんの交流の場に役立ててください。

https://www.facebook.com/kasugaassociation
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縦
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練
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な
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応
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験
経
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に
当
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ち
た
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す
ま
い
さ
下
を
ス
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バ
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本
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き
行
に
園
公
日
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と
る
な
に
前
直
会
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。
す
ま

ク。
す
で
在
存
の
間
仲
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え
支
な
き
大
も
最

　

を
り
守
ち
勝
の
り
作
手
は
員
部
や
人
友
の
ス
ラ

援
応
る
え
こ
聞
に
中
合
試
、
て
し
そ。
す
ま
れ
く

ま
り
な
に
力
な
き
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も
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と
は
援
声
い
熱
や
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に
月
九
、
で
げ
か
お
の
え
支
の
ら
れ
こ。
す

ス
ベ
の
県
、
し
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に
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戦
人
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れ
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し
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と
こ
む
進
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勝
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方
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て
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て
し
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も
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ま
い

う
と
が
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れ
憧
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誰
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児
球
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高
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球
野
達
私
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で
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組
り
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練
々
日
、
て
し
指
目
を」
園
子
甲
「地。

す

会
大
岡
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Ｇ
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Ｏ
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長
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﨑
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す
ま
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け
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４
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岡
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岡
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岡
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４
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岡
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年
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岡
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績
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３
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と
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踏
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熱
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文化部・体育部一覧

●美術部 ◎山火事予防ポスター  森林火災対策協会会長賞
◎全国高校生現代アートビエンナーレ－絵画・イラスト－  佳作賞
◎福岡県高等学校総合文化祭美術・工芸部門福岡県大会 デザイン部門  九州大会推薦
◎福岡県薬物乱用防止啓発ポスター 入選
◎いのちのリレーポスターコンテスト クリエイティブ賞
◎デザインコンペ テーマ部門 特選・佳作賞・入選
◎デザインコンペ 自由部門 特選・入選
◎絵葉書コンクール 特選・入選

●吹　奏　楽 ◎九州吹奏楽コンクール 銀賞
◎福岡県高等学校総合文化祭 吹奏楽部門　福岡県大会 優秀賞
◎九州アンサンブルコンテスト クラリネット4重奏 金賞 
◎JBAソロコンテスト九州大会 クラリネット独奏 金賞 全国大会出場権獲得
◎JBAソロコンテスト福岡県大会 フルート独奏 金賞

 　　
●学術研究会 ◎全国高等学校生徒英作文コンテスト 2・3年の部 入選

◎福岡県高等学校英語ディベート大会 第6位
●箏曲部 ◎福岡県高等学校総合文化祭日本音楽部門福岡県大会  優秀賞

＜文化部＞
＜体育部＞

【進学】 合計 1019名

◎東京外国語大1名　◎千葉大1名　◎名古屋大1名　◎信州大1名　◎大阪大2名　◎神戸大1名　◎広島大3名　◎山口大10名　◎島根大1名　 ◎高知大3名　◎九州大8名　
◎九州工業大23名　◎福岡教育大15名　◎佐賀大24名　◎長崎大15名　◎大分大2名　◎熊本大19名　◎宮崎大2名　◎鹿児島大11名　◎琉球大1名　◎高崎経済大1名　◎東京都立大1名　
◎神戸市外国語大2名　◎尾道市立大1名　◎下関市立大6名　◎山口東京理科大5名　◎北九州市立大11名　◎福岡県立大4名　◎福岡女子大15名　◎長崎県立大3名　◎宮崎県立看護大1名

・バレーボール　・バドミントン　・ハンドボール　・陸上競技　・剣道　・柔道　・サッカー　・テニス　・水泳　・バスケットボール　・卓球　・山岳　・野球　・ 弓道
・生物　・書道　・化学　・茶道　・吹奏楽　・美術　・文芸　・演劇　・物理　・ESS　・写真　・ヘルシーライフ　・放送　・合唱　・筝曲　・学術研究会　・生徒会執行部

 

国立大学144名　公立大学50名　準大・大学校14　私立大学791名　短期大学6名　専門学校14名

＜同好会＞・情報処理　・ダンス

令和元年度・部活動成績（文化部）

令和元年度進路状況一覧 国立及び準大合格者数（令和2年4月現在）

●書　　　道 ◎福岡県高等学校総合文化祭 書道部門 県揮毫大会 1年創作 出場

●バドミントン（男子）
◎福岡県高等学校総合体育大会バドミントン選手権大会  男子団体 出場

●バドミントン（女子）
◎福岡県高等学校総合体育大会バドミントン選手権大会  
　女子団体 ベスト8、女子ダブルス ベスト16、女子シングルス ベスト16
◎福岡県高等学校バドミントン新人大会 
　女子団体ベスト16、女子ダブルスベスト8、女子シングルスベスト8

●剣道部（男子）
◎福岡県高等学校総合体育大会剣道大会 個人出場

●剣道部（女子）
◎福岡県高等学校総合体育大会剣道大会 団体出場

◎全国高等学校陸上競技対校選手権大会 走幅跳 出場
◎福岡県高等学校陸上競技学年別大会
　A走幅跳 第3位、A400ｍ、3000ｍ障害、4×100ｍR、4×400ｍR、砲丸投 出場
◎全九州高等学校新人陸上競技大会 走幅跳 第7位
◎福岡県高等学校新人陸上競技大会 100ｍ、3000ｍ障害、走高跳、三段跳 出場
◎福岡県高等学校総合体育大会陸上競技選手権大会 
　400ｍ、砲丸投、4×100ｍR、4×400ｍ 出場

●陸上競技（女子）

●水泳（男子）
◎全九州高等学校水泳(競泳)競技大会　200m背泳ぎ出場、100m背泳ぎ第8位
◎全九州高等学校選手権新人水泳競技大会(末弘杯)　50m自由形出場

●水泳（女子）
◎全九州高等学校選手権新人水泳競技大会(末弘杯)　50m自由形、50m背泳ぎ、100m背泳ぎ、
200m個人メドレー、400mメドレーリレー、400mリレー出場

●ハンドボール（男子）
◎福岡県高等学校総合体育大会ハンドボール競技選手権大会 ベスト8
◎福岡県高等学校ハンドボール競技新人大会  出場

◎福岡県高等学校総合体育大会ハンドボール競技選手権大会 出場
◎福岡県高等学校ハンドボール競技新人大会  出場

●ハンドボール（女子）

●弓道部（男子）
◎福岡県高等学校総合体育大会弓道選手権大会　男子個人出場
◎福岡県高等学校弓道競技新人大会　男子団体出場

◎福岡県高等学校総合体育大会弓道選手権大会　女子個人出場
◎福岡県高等学校弓道競技新人大会　女子個人出場

●弓道部（女子）

●バスケットボール（女子）
◎福岡県高等学校バスケットボール新人大会 女子の部 出場

●卓球部（男子）
◎全日本卓球選手権大会ジュニアの部福岡県大会 男子シングルス出場
◎福岡県高等学校卓球新人大会 男子団体出場

●卓球部（女子）
◎福岡県高等学校総合体育大会卓球選手権大会 女子シングルス出場

●テニス部（女子）
◎福岡県高等学校テニス新人大会 女子団体 女子シングルス 女子ダブルス 出場

●野球部
◎第１０１回全国高等学校野球選手権福岡大会 ベスト8

令和元年度・部活動成績（運動部）

●陸上競技（男子）

◎福岡県高等学校陸上競技学年別大会 5000ｍ競歩 出場
◎福岡県高等学校新人陸上競技大会 3000ｍ 5000ｍ競歩 出場
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前田 浩輔
（27期生）

野村 佳祐
（34期生）

平成17年4月から
平成31年3月まで、
春日高校に勤務

内海 敏幸
先生

体
健
保
、
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学
進
に
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大
育
教
岡
福
、
後
業
卒
校
高
は
私

　

日
春
立
市
日
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は
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卒
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し
ま
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に
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偶。
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で
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今
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績
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友
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と
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き
い
て
し
磨
琢
磋
切
に
共
と
間
仲
、
し
属
所
に
部
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ま

援
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●平成31年度事業報告
■会議関係
1.総会：令和元年8月11日（祝・山の日）西鉄グランドホテル
2.理事会：令和元年6月14日　春日高校応接室
3.役員会：平成3１年4月23日、令和元年5月28日、6月14日、7月23日、
   9月18日、10月30日、11月26日、12月16日、令和2年1月31日、2月27日、
   3月24日
■学校関係
１．学校行事（卒業式、大運動会、文化祭、社会人講話等）への参加
２．同窓会入会式
３．在校生・部活動等支援
(ア)卒業記念品授与（卒業証書ホルダー）
(イ)野球部県大会全校応援支援
(ウ)生徒使用ロッカー設置支援
(エ)東京ハイレベル研修支援
■同窓会報誌「翔」第21号発行
■その他
1.広報活動の充実・強化
2.賛助金への取組み拡大・調査研究
3.支部・期生会・OB会等支援事業の促進

●令和2年度事業計画（案）
■会議関係
1.総会：書面決議にて実施　
 令和２年８月23日
2.理事会：書面決議にて実施　
 令和２年6月23日
3.役員会：毎月1回の定例会　
※必要に応じた臨時会の開催
■学校関係
1.学校行事（卒業式、大運動会、文化祭、
   社会人講話等）への参加
2.同窓会入会式
3.学校・在校生・部活動等支援
(ア)卒業記念品授与（卒業証書ホルダー）
(イ)部活動県大会全校応援支援
(ウ)東京ハイレベル研修支援
(エ)緞帳交換支援
■同窓会報誌「翔」第22号発行
■その他
1.広報活動の充実・強化

）ルアュニリジーペムーホ（ 
2.同窓会創立40周年記念行事開催
3.財務体制基盤強化

）築構のムテスシ入納金助賛（ 
4.支部・期生会・部活OB会等への
 支援及び連携

●令和２年度春日高等学校同窓会予算書（案）　
　自  令和2年4月1日  至  令和3年3月31日

●令和元年度春日高等学校同窓会決算書　
　自  令和元年4月1日  至  令和2年3月31日

1

2 ４

3

●第1号議案
　「平成31年度事業報告」

●第2号議案
　「令和元年度春日高等学校
　  同窓会決算書」

●第3号議案
　「令和2年度事業計画（案）」

●第4号議案
　「令和２年度春日高等学校
      同窓会予算書（案）」

3

2

1

4

同窓会賛助金のご報告、ならびにご協力のお願い

（令和2年3月31日現在）

全国的に高校等の卒業者名簿（同窓会名簿等）を悪用した振り込め詐欺の被害に遭う事案が多発し
ています。つきましては、以下の点には充分ご留意くださいますようお願いします。

【令和元年度の報告】

ご注意ください！ご注意ください！ 春日高校同窓会では電話による振込み依頼などは一切行っておりません。

【志をいただいた皆さん】　※順不同、敬称略、(　)内は旧姓

支援者／64名　支援総額/231,000円
ご支援いただいた賛助金は、すべて本年度一般会計に繰り越し、同窓会の活動資金（学校支援・期生会支援・OB会支援
など）に運用させていただきます。※詳しくは同封の振込用紙をご覧ください。

1151-475-290：let　番71目丁5園公日春市日春県岡福／局務事会窓同■　）号22第（行発月8年0202■
■発行人／春日高等学校同窓会広報部　■印刷／株式会社 宣巧社

引き続き『賛助金』へのご理解・ご協力をお願いします。※詳しくは同封の振込用紙をご覧ください。

◎賛助金専用郵便口座◎ ０１７３０ー９ー５６０１６ 名義／春日高等学校同窓会

山下（松田）順子、牧草泉、河波弘、小林ひとみ、川﨑順風、ツヅキナオト、中井キヌエ、奥山訓近、中村雅嵩、新留（志村）陽子、白石隆佳、下田利寛、門野英行、瀬口俊光、田中一成、塚田哲司、山下裕之、門田瑞
葉、花村圭吾、髙山善行、小野塚篤、野見山進、蓑田康平、朽網（熊本）久恵、武富正博、林田憲明、川崎倫代、井上善隆、森田朋史、奥村和気、諌山明生、由良真、鈴木博子、今井正、吉村（森田）早紀、三次杏奈、
服部雅生、田中誠一、田中雄次、麻﨑雄太、麻﨑和大、梅野信之、高木浩一、堂園嵩宏、志波（江藤）さゆり、日下部正実、西村隆司、木原（北島）悦子、山崎壱子、三浦正志、高山里美、山野尚美、松尾朋次郎、
山元一司、古閑和彦、橋本大輔、古川（田代）尚子、立山香織、宮畑政雄、岸川哲、松岡杏奈、岸政紀、川島伸治、宮原宏

議案説明、事業報告及び事業計画について
　春日高校同窓会は基本方針として、卒業生の交流促進と母校の発展に寄与することを掲げていま
す。昭和57年同窓会設立以来、会員（卒業生）は16,758名を数え大きな組織となりました。
　平成31（令和元）年度は、全国で活躍されている会員諸氏の交流発展のために関東支部設立を、ま
た同窓会創立40周年記念として多くの人が集う総会懇親会を目指しました。母校発展では、県大会連
続出場で全国的に関心を寄せた野球部の全校応援支援や、生徒の学習環境向上のために生徒ロッカ
ー設置支援（貸付）など行いました。関東支部設立や40周年記念総会懇親会は、新型コロナウィルスの
影響を受けて延期することになり残念ですが、このような状況下でも母校の発展と生徒支援事業を実
施できたことにつきまして会員の皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。
　令和2年度は、引き続き卒業生の交流促進と母校の発展に努めてまいります。
交流促進では、昨年度の目標である関東支部設立、40周年記念総会懇親会、そして会員交流の場とな
るホームページ更新を計画しています。母校発展では、コロナ禍でオンライン授業に対応できない生
徒へのタブレット貸与や学校通信設備支援、式典での使用も困難な体育館緞帳の修繕支援、県大会出
場部活動の全校応援支援など掲げております。昨年度の野球部の活躍は生徒や保護者だけでなく卒
業生にとっても全国的な関心事であり同窓会への多くの声援が寄せられました。部活動を支援するこ
とが同窓会の会員の皆様と心を一つにできることだと確信しています。今年は夏の甲子園大会は中止
となりましたが、野球部に限らず多くの部活動や生徒たちが大きく成長する機会を支援して参ります。
　以上、関係資料をご確認の上ご審議くださいますようお願い申し上げます。

令和2年度・議案書令和2年度・議案書


